
センサ信号読出のための有機 ADコンバータ 

Organic analog-to-digital converter for read-out of sensor signal 
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現在、センサネットワークが高度にはりめぐらされた社会基盤が構築されつつあり、工場や物

流、医療等の様々な場面において、センシング機能をもったデバイスを設置する必要性が高まっ

ている。経済的で設置自由度の高い温度センサを実用化できれば、例えば、医薬品や食品等の冷

凍・冷蔵温度での輸送を保証することが可能となり、より安全・安心な社会の実現に貢献できる。

前回、PEDOT:PSS を用いた抵抗変化型のフレキシブルな温度センサと、2 値の区別を行う有機コ

ンパレータを開発し、系の温度が閾温度を超えるか否かを判別するデジタル出力型の温度検知デ

バイスを報告した[1]。今回、出力の多ビット化によって温度範囲を認識可能な有機 AD コンバー

タを作製したので報告する。 

Fig. １に作製した有機 AD コンバータの回路図を示す。この回路に含まれる有機コンパレータ

は、p 型用として 3,11-didecyldinaphtho[2,3-d:2',3'-d']benzo[1,2-b:4,5-b']dithiophene (C10-DNBDT) [2]

を、n 型用として GSID104031-1（BASF 社）を用いた有機 CMOS 回路で構成し、入力電位 V+と

V-の大小を比較して”0”または”1”の出力信号レベルが切り替わる。Fig. １に示すように、有機コ

ンパレータとラダー抵抗を組み合わせて切替の基準となる V-を多値化することにより、多ビット

の出力が得られるようにした。Fig. 2 に作

製した回路での出力特性を示す。この回

路では、領域Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳにおける出

力(VOUT
1
, VOUT

2
, VOUT

3
)がそれぞれ（1, 1, 

1）、（1, 1, 0）、（1, 0, 0）、（0, 0, 0）の 4 値

である。このように、回路の出力状態に

よって入力信号 V+がどの領域にあるか

を判別可能なため、例えば、系の温度を

反映した入力信号 V+を温度センサから

与えた場合、対応する温度範囲を認識す

る温度検知素子を作製することが可能 

となる。 
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Fig. 2 Output characteristics of  

the organic AD converter. 

Fig. 1 Circuit schematic of  

the organic AD converter. 
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